
ＪＲ中央西線の切り通しに降り立って振り返ると、建設か
ら100年余（明治42年築造）の歳月を経た威風堂々とし
たその姿を見ることができます。久保洞水路橋は、国内に
唯一現存するとされる石造（地元産花崗岩使用）の多連の
跨線水路アーチ橋（線路を跨ぐ水路橋）で、長さ約20m、
幅2m、高さは10m
におよび、「信濃の
橋百選」にも選ば
れています。

木曽義仲（旭将軍）ゆかりの南宮神社境内にかつてあった
幻の滝である「旭の滝」が、平成26年9月、氏子で組織す
る祭礼委員会により160年
ぶりに復元されました。こ
の滝は、江戸時代に造られ
た農業用水路「上堰（うえせ
ぎ）用水」の一部で、本殿裏
山から約20mの落差で、岩
肌を白いしぶきを上げて流
れ落ち、天然の滝のような
風情を醸し出しています。

上松町吉野地区のかんがい用水の流末に位置する滝で、
ここを旅した細川幽斉は「老の木曽越」の中で「木曽路の
小野の滝は、布引や箕面の
滝にも、をさをさおとらじ、
これほどの物をこの国の歌
枕には、いかにもらしける」
と、手放しで誉めています。
また、渓斎英泉・歌川広重
の合作である中山道六十九
次の浮世絵にも描かれてお
り、木曽八景のひとつとされ
ています。

標高1,000mに造られた農業用ため池で、池の畔はアヤ
メ園として親しまれており、6月に見ごろを迎えます。木
祖村の稲作は、用水の低温障害に悩まされていましたが、
昭和48年にこの温水ため池が築造されたことにより、米
の生育が良くなり、木祖村の農業は大きく発展しました。
現在も貴重な農業
用水として40ha
の水田を潤してい
ます。農林水産省
「全国ため池百選」
に選定されていま
す。

久
く ぼ ほ ら す い ろ き ょ う

保洞水路橋

旭
あさひ

の滝
たき

小
お の

野の滝
たき

菅
すげおおだいらおんすい

大平温水ため池
いけ

（あやめ池
いけ

）

【所　在】南木曽町吾妻
【築　造】明治42年（1909年）
【管理者】渡島水利組合

【所　在】木曽町日義
【築　造】嘉永6年（1853年）
【管理者】宮ノ越水利組合

【所　在】上松町萩原
【築　造】不明
【管理者】木曽郡上松町

【所　在】木祖村菅
【築　造】昭和48年（1973年）
【管理者】木曽郡木祖村
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上松町、南木曽町、木曽町、木祖村、王滝村、大桑村

木曽地域振興局農地整備課 ☎0264-25-2222お問い合わせ先


